
　
　
近
年
「
う
つ
」
と
い
う
言
葉
は
、
会
社

の
同
僚
や
知
人
な
ど
が
受
診
さ
れ
る
な

ど
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
身
近
で
、
耳
に

す
る
機
会
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
治
療

に
つ
い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
「
う
つ
状
態
」
と
は
、
抑
う
つ
感
・
意
欲

低
下
・
楽
し
み
の
喪
失
・
希
死
念
慮
が
あ

る
程
度
持
続
す
る
状
態
像
の
こ
と
で
す
。

本
来
の
診
断
名
で
な
く
、様
々
な
疾
患（
診

断
名
）
で
み
ら
れ
ま
す
。
代
表
的
な
も
の

に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
（
単
極
性
）
う
つ
病

　
　
性
格
的
要
素
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
、

責
任
感
を
多
大
に
も
ち
、
自
分
を
責
め
る

考
え
方
で
頭
の
中
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
休
養
と
抗
う
つ
薬
が
有
効
で

す
。

　
双
極
性
感
情
障
害
（
躁
う
つ
病
）

　
　
気
分
変
動
の
振
れ
幅
が
大
き
く
、
活
動

的
で
明
る
い
（
明
る
す
ぎ
る
）
躁
状
態
と

う
つ
状
態
を
示
し
ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
、

リ
チ
ウ
ム
や
バ
ル
プ
ロ
酸
な
ど
を
主
に
用

い
ま
す
。

　
持
続
性
抑
う
つ
障
害
（
気
分
変
調
症
）

　
　
少
な
く
と
も
2
年
以
上
、
抑
う
つ
感
と

疲
労
感
が
続
き
、
食
欲
低
下
や
増
加
、
不

眠
ま
た
は
過
眠
を
伴
い
ま
す
。
薬
物
療
法

に
認
知
行
動
療
法
を
併
せ
る
こ
と
が
有
効

と
い
わ
れ
ま
す
。

　
統
合
失
調
症
の
慢
性
期
「
う
つ
」

　
　
基
礎
疾
患
が
統
合
失
調
症
の
た
め
、
若

い
頃
に
妄
想
幻
覚
症
状
が
明
確
に
あ
っ
た

方
で
、
治
療
後
に
意
欲
低
下
や
元
気
の
な

さ
が
目
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
発
達
障
害
圏
の
「
二
次
的
う
つ
」

　
　
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
如
多
動
障
害
）
な
ど
に
伴
う
、
学
校

や
会
社
な
ど
へ
の
不
適
応
反
応
と
し
て
表

面
化
し
た
抑
う
つ
症
状
で
、
近
年
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他

　
　
認
知
症
・
不
安
障
害
・
身
体
疾
患
に
伴

う
「
う
つ
状
態
」・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど

依
存
症
に
伴
う
「
う
つ
状
態
」　
な
ど

　
　
躁
う
つ
病
で
は
、
患
者
さ
ん
は
「
う
つ

状
態
」
の
時
、
通
常
は
「
躁
状
態
」
の
過

去
を
自
ら
語
ら
な
い
た
め
、
単
極
性
う
つ

病
と
誤
診
す
る
こ
と
が
あ
り
、
注
意
を
必

要
と
し
ま
す
。

　
　
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
方
の
精
神
内

面
に
対
し
、
考
え
方
の
変
化
を
待
つ
べ
く
、

支
え
続
け
る
な
ど
の
心
理
療
法
は
有
効
で

す
。

　
　
近
年
、
精
神
科
に
対
す
る
敷
居
は
本
当

に
低
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
残
念

な
が
ら
治
癒
し
に
く
く
長
期
化
す
る
患
者

さ
ん
を
認
め
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
ど
の

疾
患
に
つ
い
て
も
、
看
護
師
・
心
理
士
・

そ
の
他
医
療
関
係
者
と
連
携
し
、
十
分
に

病
歴
を
本
人
や
家
族
・
学
校
・
職
場
か
ら

聴
取
し
、
ま
た
治
療
反
応
を
見
な
が
ら
、

診
断
し
て
い
ま
す
。
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